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餌 と し て いる た めそ の 生息 地 は アブ ラム ン が 生息 し て いる 場所 に 限ら れ 極 め て 局 地 的 で ある . ゴイ ン シ 
シジミ の 生活 は アブ ラム ン に 強く 依存 し て いる 考え られ る . | 

今回 は 餌 量 と 生長 の 関係 等 に つい て 飼育 実験 の 結果 を 報告 する . 実験 は 4 令 期 を 中 心 に 飽食 及び 制 
限 食 条 件 下 で 行ない , 次 の よう な 結 果 を 得 た . 

1) 和 飽食 条件 下 で は , 4 令 期 は 25°C で 4.7 日 , 22?C で 6.0 日 , 19?C で 7.5 日 , 16°C で 10.5 
日 で あっ た . 全 幼 虫 期 は , 25°C で 約 13 日 , 22°C で 17 日 , 19°C で 23 日 で あり , 摂 食 量 は 34~ 
38 mg 乾 重 で あっ た . これ は アブ ラム シ (成虫 て 中 令 ) に し て 400<700 頭 に 相当 する . 2) 摂 食 量 
(C) と 生長 量 (G) と に は 相関 が 見 られ た . 25°C 飽食 条件 で logG=1.028xlog C 十 0.624, 制限 食 条 
件 で logG=1.252xlogC 二 0.663 の 式 を 得 た . 3) 幼虫 期 の 最大 体重 と 遇 重 と に 相関 が 見 られ た . 
また 映 化 可能 な 幼虫 重 の 下限 は 9~15 mg で あっ た . 下限 付近 の 幼虫 に は 一 部 変形 し た 遇 の 形成 も 見 
られ た . 9mg 以下 の 幼虫 は 全て 前 遇 で 死 亡 し た . 4 鞭 重 と 成虫 重 と に 相関 が 見 られ た . 羽化 可能 な 
由 重 の 下限 は 10~15 mg で あっ た . 飽食 条件 で 得 ら れ た 最大 下 重 は 62.1mg で ある . 3) 魚の 利用 
効率 に つい て , 4 令 期 に お いて 飽食 条件 下 で は 消化 効率 (AD.) は 50~60, 転換 効率 (E.C.1.) は 
25~35%, 消化 物 の 転換 率 (E.C.D.) は 50~60% で あり , 制限 食 条件 下 で は , AD. は 50~60%。, 
E.C.IL. は 35~45%, E.C.D. は 60~80% で あっ た . 

以上 の 結果 か ら , 十分 な 量 の 餌 を 得 ら れ な く て る も 嗣 化 , 羽化 可能 な 点 , お よび , 餌 量 が 少量 な 場合 
に 利用 効率 が 高い 点 な ど , 量 の 変動 の 大 きい 館 を 利用 し て いる ゴイ シン ジミ に と っ て 有利 で ある と 考 
そえ られる. 





14. マダ ラガ 類 の 警告 常 喜 豊 (近畿 ) 

昼 行 性 賊 の グル ー プ で ある マダ ラガ 科 の 種 は , 成虫 ・ 幼 虫 と も よく 目立つ 派手 な 色彩 を も っ て お り , 
ほとん どの 種 の 成虫 ・ 幼 虫 は 強く 押さ えら れ た り し た と き に , 特異 な 臭い を も つ 液 体 を 分 泌 す る . こ 
の 分 泌 液 は 非常 に 苦く , お そら く 捕 食 者 に 対す る 防御 に 役立っ て いる と 考え られ る . 同時 に , これ ら 
の 種 の よく 目立つ 体 色 は , 自分 の まず さ を 敵 に 知ら せる 警告 色 (warning coloration) と し て の 機能 
を は た し て いる こと が 推測 で きる . これ ら の こと を 確か め る た め に , トカ ゲ の 一 種 で ある カナ へ ビ を 
捕食 者 に 用 いて 室内 捕食 実験 を 行なっ た . 

実験 は , マダ ラガ 科 の ミノ ウス バ (Pryeria sinica) の 成虫 お よび 幼虫 , シロ ンタ ホタル が (Chalcosia 
remota) 幼虫 , お よび ウメ スカ シク ョ ベ (lliberis migra) 成虫 を 用 いた 4 つの シリ ー ズ を 行なっ た . 
各々 の シリ ー ズ で は , カナ へ ヘビ に 1 日 1 回 , 1 頭 ず つの マダ ラガ 類 の 虫 を 与 ん , これ に 対す る カナ へ 
ビ どの 捕食 行動 が , 視覚 的 認知 つ 接近 つ 匂 い を か ぐつ 舌 で 触れ る つか みつ くつ 殺す つつ 食べ る , の うち ど と 
の 段階 まで 進む か を 記録 する 方 法 を と っ た . この 結果 , マダ ラガ 類 は カナ ヘビ に 攻撃 きれ て も ほとん 
ど 食 べら れ な いこ と , また この 忌避 効果 に は 分 泌 液 が 明らか に 関 五 し て いる こと が 判明 し た . 

次 に , カナ へ ビ の 視覚 的 学習 の 指標 と な る Sm/A 比 (接近 回 数 に 対す る 匂い を か ぐ 回 数 の 比 ) の 日 
変化 を 調べ た と ころ , カナ へ ビ は 効率 が 悪い な が ら も 日 が た つ に つれ て マダ ラガ 類 を 視覚 的 に 避け る , 
すなわち マダ ラガ 類 の 体 色 が 警告 色 と し て の 意味 を や も っ て くる こと が 明らか に な っ た . 

この 他 に 補足 的 に 行なっ た 実験 か ら , マダ ラガ 類 の 体 色 は 鳥 や トカ ゲ 類 に 対し て は 警告 色 と し て は 
た らく が , ガマ や オサム ン シ 等 の 夜行 性 の 捕食 者 に は 意味 が な いこ と も わか っ た だ . 








15. イチ モン ジ セ セリ の 移動 を めぐ っ て 石井 実 (近畿 ) 
イチ モン ジャ セリ 成虫 の 移動 観察 記録 は 相当 な 数 に の ぼる . その 大 部 分 は 山下 (1955) と 日 浦 (1280) 
(に まとめ られ , 両氏 の 論文 は 本 種 の 移動 の 現象 面 に お ける 鳥 肛 図 と な っ て いる . し か し , 現象 の 根底 
(に ある より 本 質 的 な 問題 の 多く は 依然 未 解決 の まま で ある . 今回 は その いく つか に つい て 考 宗 し た . 
1) 本 種 は 多 化 性 で ある の に 秋 世 代 の 成虫 の み が 移 動 す ね る の は な ぜ か 7? 長谷川 975), ISgnr & 
HipAKA (1979) に より 本 種 に も 日 長 に よっ て 決定 され る 季節 型 が 存在 する こと が わか っ た . その うち , 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


蝶 と 峨 Ty6 to Ga Vol. 31, No. 3 & 4, 1981 195 


短 日 下 で 得 ら れる 成虫 ( 短 日 型 ) は 暗色 で 大 型 で あり , ONo & NAKAsu (1980) に よっ て , 長 日 型 
と 比べ る と 産卵 前 期間 が 長く , 総 産卵 数 が 少な く , また , 特に 雌 に お いて 飛翔 活動 性 が 高い な ど 移 動 
相 的 な 性 格 を も っ て いる こと が 確 め られ た だ. 短 日 型 が 移動 を 行なう と 考え れ ば 秋 の 世代 の み 移 動 す る 
こと は 説明 で きる が , 越冬 世代 成虫 の 約 半 数 も また 短 日 型 で あり , この 世代 の 成虫 も 移動 し て いる 可 
能 性 が ある . 2) 移動 の 観察 記録 が 午前 9~10 時 頃 に 集中 し て いる の は な ぜ か ? 移動 革 代 の 帆 を 高 
槻 市 の 賠 場 で 採集 し , 室内 の 準 自然 条件 下 に お いた . 羽化 は 約 73% (N=48) の 個体 で 夜半 か ら 午 前 
8 時 項 ま で の 間 に 行 な ち れ た . これ ら の 成虫 が 短い teneral 期 終了 後に 次 々 と 移動 に 参加 する と 考え 
れ ば , 移動 の ピー ク は 午前 9~10 時 頃 と いう こと に な る だ ろう . それ で は , 3) 移動 は 本 当 に その 日 
に 羽化 し た 成虫 に よっ て 行わ れる の だ ろう か ? 今年 (1980 年 ) 9 月 1 日 に 奈良 県 萬 城山 山頂 に お い 
て 移動 中 の 個体 を 採集 し , 70% アル ュー ル 液 で 固定 し た . これ ら の 雌 の 腹部 は 脂肪 体 で 満た され て お 
り , 卵巣 未成 熟 の 状態 で あっ た . 羽化 後 , 移動 世代 の 成虫 を 約 25"C 下 で 飼育 する と 翌日 に は すでに 
小さ な 未成 熱 卵 が 確認 され る と ころ か ら , 移動 中 の 個体 は 当日 羽化 し た も の と 考え て も 良さ そう で あ 
る . 

その 他 , 移動 の 意義 , 移動 距離 , 移動 の 観察 され る 地域 が 限ら れ て いる こと な ど 疑 問 は つき な い が , 
今後 の 課題 と し た い . 





16. ホタル ガ の 生活 史 と 光 周 反応 小畑 上 路子 ・ 常 訓 豊 ・ 石 井 実 (近畿 ) 

ホタル ガ (Pidorus glaucopis) は , マダ ラガ 科 の 中 で は , 数 少な い 年 2 化 の 種 で ある . 京都 で は , 
第 1 化成 虫 が 6 月 下旬 か ら 7 月 中 旬 , 第 2 化成 虫 が 9 月 下旬 か ら 10 月 上 旬 に 出現 する . その 生活 史 
に お いて , 夏 と 冬 の 2 ヵ所 に 不明 な 部 分 が 存在 する の で , それ を 明らか に する た め に , 第 1 化成 虫 が 
生ん だ 卵 を 産卵 直後 か ら さ ま ざ ま な 温度 , 光 周 条件 下 に 置い て , 各 ス テー ジ の 長 さ ( 卵 期 , 幼虫 期 , 
前 映 期 , 映 期 ), お よび 蝶 化 率 , 羽化 率 な ど を 比較 し た . 

まず , 高温 (2%C) の 長 日 (16L) と 短 日 (12L) の 間 で は , 卵 期 ・ 幼 虫 期 の 長 さ に 有意 差 が な い の 
に ゃ も か か わら ず , 前 典 期 は 長 日 で 非常 に 長く な る (16L: 23.12 日 , 12L: 4.08 日 , い ずれ も 平均 ) . 
次 に , 中 温 (20 ひ , 低温 (4 では, 短 日 条件 下 (12L, 8L) で の み , か っ 色 で 超過 脱皮 を 行なう 
幼虫 (3 令 , 4 令 ) が 出現 し , これ は , 休眠 型 の 幼虫 で ある と 思わ れる . 

以上 の 結果 と 野外 で の 観察 を 合わ せ て 考え る と , ホタル ガ は , 前 映 の 状態 で 夏 を 越し , 休眠 型 幼 昌 
が 超過 脱 度 を 行なっ て 冬 を 越し て いる 可能 性 が 示 吹 され る . この 前 踊 夏 眠 と いう 現象 は ), すでに 報告 
され て いる ウス バツ バス メ の 例 (本 学会 第 24 回 大 会 ) と よく 似 た も の で ある と 思わ れる が , ホタル ガ 
の 場合 は , 日 長 と と も に 温度 に よる 影響 も 大 きい よう で ある . 











17. 霧島 産 ヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ の 生活 環 荒 川 良 (九州 ) 

ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ は 九州 本 島 で は 年 2 化 と 言わ れ て いる が , 宮崎 ・ 鹿 児島 県 境 の 霧島 山 群 の 高地 
で は , 年 2 化 の も の と 年 1 化 の も の が 混在 し て いる こと が 報告 され た (田中 , 1974)、 一 般 に 季節 型 や 
化 性 に つい て は 光 周 反応 や 発育 速度 を も と に 論じ し られ る の で , 霧島 山 知 の を び の 高原 (標高 1200 m) 
で 7 月 に 採集 し た 本 種 春 型 を 母 葉 と し て 得 ら れ た 卵 を 材料 に し て それ ら を 調べ , えび の 高原 に お ける 
本 種 の 生活 環 を 推測 し た . 

光 周 反応 の 実験 は 20"C の 条件 で 鋼 化 させ た 幼虫 を 20°C で 12 時 間 か ら 17 時 間 ま で の 1 時 間 間 隔 
の 日 長 条 件 の も と で , ネ ザ サ を 与え て 飼育 し た . その 結果 , 本 種 は 長 日 型 の 光 周 反応 を 示し , 14 時 間 
まで の 短 日 条件 で は 100% が 休眠 映 と な り , 15 時 間 以 上 で は 100% 非 休眠 踊 と な り 夏 型 成虫 が 羽化 
し て きた . この 結果 臨界 日 長 は 14 時 間 30 分 と 考え られ た . 発育 速度 に つい て は , 15°C か ら 27.5°C 
まで 2.5C 間隔 の 温度 条件 , 15 時 間 照明 で 卵 , 幼虫, 映 期 を 通し て 飼育 した. 温度 と 卵 , 幼虫 , 遇 
それ ぞ れ の 発育 速度 (発育 期間 の 逆数 ) に は 高温 部 を 除い て 明らか な 相関 関係 が 見 られ , 卵 , 幼虫 , 
疫 の 発育 零 点 は それ ぞ れ 7.82°C, 2.48°C, $.23?C と な り , 各 ス テー ジ の 発育 を 完了 する の に 必要 な 
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